
分類 理由等
下水汚泥焼却
灰混入アス
ファルト混合
物

下水汚泥焼却
灰を用いた混
入アスファル
ト混合物

下水汚泥の焼却灰から製造したアスファ
ルトフィラーを用いたアスファルト混合
物。

下水汚泥の焼却灰をアスファルトフィ
ラーに用いることにより、汚泥焼却灰の
最終処分量（埋め立て処分量）を削減で
きる。

一般アスファ
ルト混合物

③②（①） ○本品目については､統合品目「下水汚泥焼却灰混入アスファルト混合物」に該当するものと判断して検討させてい
ただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
・環境安全性、再リサイクル性について十分な検討がなされていないため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

石炭灰溶融ス
ラグ混入カ
ラー舗装材

石炭灰を使用
した舗装用カ
ラー骨材

車道のバスレーンや遊歩道などのカラー
舗装に使用するカラー骨材として、石炭
火力発電所から発生する石炭灰のうちの
フライアッシュを原料として製造したも
の。

石炭火力発電所において発電の際に副産
物として生成するフライアッシュを原料
として有効利用し、カラー骨材を製造し
て、カラー舗装に使用することにより、
フライアッシュの最終処分量の削減と、
天然骨材の採掘量を削減できる。

天然骨材 ③②（①） ○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「石炭灰溶融スラグ混入カラー舗装材」に該当するものと判断して検討させていただ
きました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
・環境安全性、再リサイクル性について十分な検討がなされていないため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承ください。

都市ごみ溶融
スラグ混入ア
スファルト混
合物

溶融スラグア
スファルト混
合物

一般廃棄物である都市ごみ焼却灰を
1200℃以上に溶融無害化した除冷スラグ
とし、破砕し砕石としたものを使用した
アスファルト混合物

一般廃棄物を有効処理することで最終処
分量が削減される

アスファルト
混合物

③（①） ○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「都市ごみ溶融スラグ混入アスファルト混合物」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
・環境安全性、再リサイクル性について十分な検討がなされていないため
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい。

廃タイヤカー
ボン混入アス
ファルト混合
物

廃タイヤカー
ボンを利用し
た改質添加剤

使用済みタイヤをタイヤメーカーが回収
し、発電用、給湯用ボイラー燃料として
使用した後、その焼却残渣から回収され
た微粉ｶｰﾎﾞﾝをアスファルト混合物の改質
用添加剤として利用する。アスファルト
混合物に石粉の替わりに約２％添加する
ことにより、混合物の耐久性が向上す
る。

従来、焼却残渣物は埋立て処分されてい
たが、道路舗装材としてリサイクルする
ことにより、処分地の延命と、地球資源
の保全に寄与する。

高耐久性排水
性舗装用バイ
ンダー

④③②
（①）

○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度とは異なる判断とさせていただ
きました。
○本品目については､統合品目「廃タイヤカーボン混入アスファルト混合物」に該当するものと判断して検討させて
いただきました。
○調達1単位あたりの低減効果が小さく、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回以
降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
・環境安全性、再リサイクル性について十分な検討がなされていないため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承ください。

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

下水汚泥溶融
スラグ混入ア
スファルト混
合物

溶融スラグ使
用加熱アス
ファルト混合
物

一般廃棄物や下水汚泥等からの溶融スラ
グを破砕・分級し、粗骨材および細骨材
の一部として用いたアスファルト混合物

溶融スラグを原料として有効に活用し骨
材として利用するとことによりごみや下
水汚泥の最終処分量を削減できるととも
に、天然資源の消費量を抑制できる。

天然砂（海
砂、山砂）、
砕砂又は砕石
を使用したア
スファルト混
合物

③（①） 【下水汚泥溶融スラグ混入アスファルト混合物の場合】
○本品目については､統合品目「下水汚泥溶融スラグ混入アスファルト混合物」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
・環境安全性、再リサイクル性について十分な検討がなされていないため
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

都市ごみ溶融
スラグ混入ア
スファルト混
合物

溶融スラグ使
用加熱アス
ファルト混合
物

一般廃棄物や下水汚泥等からの溶融スラ
グを破砕・分級し、粗骨材および細骨材
の一部として用いたアスファルト混合物

溶融スラグを原料として有効に活用し骨
材として利用するとことによりごみや下
水汚泥の最終処分量を削減できるととも
に、天然資源の消費量を抑制できる。

天然砂（海
砂、山砂）、
砕砂又は砕石
を使用したア
スファルト混
合物

③（①） 【都市ごみ溶融スラグ混入アスファルト混合物の場合】
○本品目については､統合品目「都市ごみ溶融スラグ混入アスファルト混合物」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
・環境安全性、再リサイクル性について十分な検討がなされていないため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

ガラスカレッ
ト骨材を用い
たコンクリー
ト製品

廃ガラス砂入
り土木用・道
路用コンク
リート二次製
品

一般廃棄物として排出された色付廃ガラ
ス瓶を破砕してできたガラス細骨材を、
自然砂に対して５％を置換し、Ｒ材を混
和材として使用することで、アルカリシ
リカ反応が大幅に抑制された製品です。
ガラスの含有量を抑えた上にアルカリシ
リカ反応に大変有効なＲ材を添加すると
いう二重の制御法を施している為、品質
は通常の製品と全く同等です。又、廃棄
時は再生骨材として再利用が可能で、少
量含有法により半永久的に循環する事が
出来る。
　福井県、富山県においては「リサイク
ル認定品」、鳥取県では「県土整備部リ
サイクル製品使用基準」の適用区分Ａの
品目に選定されており、すでに平成12年
度より公共工事に数多くの使用実績があ
る。

まだまだ再利用されていない色付廃ガラ
ス瓶を、コンクリート二次製品の細骨材
として有効利用する事は、ゴミの減量
化・資源化を図り、埋立地の延命化に貢
献し、自然砂採掘による自然破壊をも防
げる。又、ガラス瓶の再生産による熱エ
ネルギーの節約やCO２発生の抑制に大き
く貢献できる。

自然砂、自然
砂利を使用し
た土木用・道
路用コンク
リート製品

③②（①） ○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、前年度と同じ判断とさせていただきま
した
○本品目については､統合品目「ガラスカレット骨材を用いたコンクリート製品」に該当するものと判断して検討さ
せていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので、予めご
了承ください。

下水汚泥焼却
灰を用いたコ
ンクリート製
品

下水汚泥焼却
灰を用いたコ
ンクリート二
次製品

下水汚泥の焼却灰を混入させたコンク
リート二次製品

コンクリート二次製品の原材料の一部と
して汚泥焼却灰を使用する。そのことに
より、使用した量だけの新材の使用量が
削減できる。

インターロッ
キングブロッ
ク

③②（①） ○本品目については､統合品目「下水汚泥焼却灰を用いたコンクリート製品」に該当するものと判断して検討させて
いただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

下水汚泥溶融
スラグを用い
たコンクリー
ト製品

下水汚泥溶融
スラグを用い
たコンクリー
ト二次製品

基礎ブロックは、主にガードレール・防
護柵・フェンス・安全施設等の柱の基礎
に使用される。歩車道境界ブロックは、
主として道路の境界として用いる。

下水汚泥溶融スラグを天然の骨材の代替
えとしてコンクリート製品に使用するこ
とにより、汚泥の埋め立て処分量の削減
と、新材（砕石等）の使用量の削減が可
能である。

歩車道境界ブ
ロック

③②（①） ○本品目については､統合品目「下水汚泥溶融スラグを用いたコンクリート製品」に該当するものと判断して検討さ
せていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。
○なお、舗装用ブロックについては、「再生材料を用いた舗装用ブロック類（プレキャスト無筋コンクリート製
品）」として、平成17年度特定調達品目に指定されております。
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

高炉スラグ微
粉末を用いた
コンクリート
製品

自己充てん性
コンクリート
製品

高流動コンクリートの自己充てん性能に
よる、低騒音・低振動で成形したコンク
リート製品

混和材料としての高炉スラグ微粉末を使
用した高流動コンクリートは、コンク
リートに自己充てん性機能が生まれ、コ
ンクリートの締め固め工程のための振動
機の使用が簡素化され振動騒音が低減す
る。また、使用セメント量の低減が図れ
る事と併せ、環境負荷の低減が図れる。

一般のコンク
リート製品

④②（①） ○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「高炉スラグ微粉末を用いたコンクリート製品」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・全国の工場に対する普及率が低いため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい。

高炉スラグ微
粉末を用いた
コンクリート
製品

３Ｈ－ＣＲＥ
ＴＥ

３Ｈ－ＣＲＥＴＥは、コンクリート構造
物の耐久性問題・環境負荷軽減という要
求性能を満足するために開発したプレ
キャストＰＣ製品用の高流動コンクリー
トである。３つの「Ｈ」は、～High
early strength(早強性)、High
strength(高強度)、High flowing(高流
動)を意味しており、従来の早強性高強度
コンクリートと同等以上の早強性と高強
度を発現し、流動性の向上による施工性
向上と、使用材料および製造方法の改善
によって、製品製造時のCO2排出量低減を
図っている。

従来コンクリートにおける結合材（早強
ポルトランドセメント）の一部を、高炉
スラグ微粉末に置換することによりセメ
ント使用量が減少する。これにより、セ
メントの原材料である石灰石の使用量を
低減するとともに、セメント焼成時の二
酸化炭素排出量も低減される。

普通コンク
リート（早強
ポルトランド
セメント使
用）

④②（①） ○本品目については､統合品目「高炉スラグ微粉末を用いたコンクリート製品」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・全国の工場に対する普及率が低いため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

下水汚泥溶融
スラグを用い
たコンクリー
ト製品

再生材使用ブ
ロック

一般廃棄物や下水汚泥等を溶融炉で処理
する際に副産物として生成される溶融ス
ラグを水等によって急冷又は徐冷して固
化した骨材を使用したコンクリートブ
ロック

溶融スラグを原料として有効に活用し骨
材として利用するとことによりごみや下
水汚泥の最終処分量を削減できるととも
に、天然資源の消費量を抑制できる。

天然砂（海
砂、山砂）、
天然砂利、砕
砂又は砕石を
使用したコン
クリートブ
ロック

③②（①） 【下水汚泥溶融スラグを用いたコンクリート製品の場合】
○本品目については､統合品目「下水汚泥溶融スラグを用いたコンクリート製品」に該当するものと判断して検討さ
せていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。
○なお、舗装用ブロックについては、「再生材料を用いた舗装用ブロック類（プレキャスト無筋コンクリート製
品）」として、平成17年度特定調達品目に指定されております。

都市ごみ溶融
スラグ骨材を
用いたコンク
リート製品

再生材使用ブ
ロック

一般廃棄物や下水汚泥等を溶融炉で処理
する際に副産物として生成される溶融ス
ラグを水等によって急冷又は徐冷して固
化した骨材を使用したコンクリートブ
ロック

溶融スラグを原料として有効に活用し骨
材として利用するとことによりごみや下
水汚泥の最終処分量を削減できるととも
に、天然資源の消費量を抑制できる。

天然砂（海
砂、山砂）、
天然砂利、砕
砂又は砕石を
使用したコン
クリートブ
ロック

③②（①） 【都市ごみ溶融スラグ骨材を用いたコンクリート製品の場合】
○本品目については､統合品目「都市ごみ溶融スラグ骨材を用いたコンクリート製品」に該当するものと判断して検
討させていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。
○なお、舗装用ブロックについては、「再生材料を用いた舗装用ブロック類（プレキャスト無筋コンクリート製
品）」として、平成17年度特定調達品目に指定されております。

石炭灰焼成軽
量骨材

高強度（フラ
イアッシュ）
人工骨材

フライアッシュを主原料（70%以上）と
し、副原料を添加して混合、成形（造
粒）、焼成して得られる高強度人工骨材
である。高強度・軽量・低吸水という特
徴を有しており、橋梁分野への適用が有
望である。

フライアッシュの埋立て処理などの廃棄
物処分量を削減でき、また、天然骨材資
源採取量の低減にも貢献することができ
る。

天然骨材（砕
石）、（既
存）人工軽量
骨材

④②① ○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度とは異なる判断とさせていただ
きました。
○本品目については､統合品目「石炭灰焼成軽量骨材」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○コストが通常品に比べ、著しく高いと考えられるため、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させ
ていただくこととしました
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい。
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

都市ごみ溶融
スラグを用い
たコンクリー
ト骨材

都市ごみを溶融処理する際に発生する溶
融スラグを道路用アスファルト混合物の
骨材の一部として使用した製品であり、
通常の道路用アスファルト混合物と同等
に使用できる。従来より道路用アスファ
ルト混合物に鉄鋼スラグを利用してお
り、昭和５０年代からはJIS化やアスファ
ルト舗装要綱にも織り込まれている。ご
み溶融スラグをアスファルト混合物の骨
材として有効利用する取組みは平成７年
より岩手県釜石市、日本舗道、新日本製
鐵との共同研究により、数箇所の試験施
工および追跡調査を経て平成１０年度よ
り実用化に至っている。

溶融処理により都市ごみから発生する溶
融スラグの有効利用を促進することで、
最終処分場の大幅な削減を実現できる。

天然の骨材で
製造したアス
ファルト混合
物

③（①） 【都市ごみ溶融スラグを用いたコンクリート骨材の場合】
○本品目については､統合品目「都市ごみ溶融スラグを用いたコンクリート骨材」に該当するものと判断して検討さ
せていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

都市ごみ溶融
スラグ混入ア
スファルト混
合物

都市ごみを溶融処理する際に発生する溶
融スラグを道路用アスファルト混合物の
骨材の一部として使用した製品であり、
通常の道路用アスファルト混合物と同等
に使用できる。従来より道路用アスファ
ルト混合物に鉄鋼スラグを利用してお
り、昭和５０年代からはJIS化やアスファ
ルト舗装要綱にも織り込まれている。ご
み溶融スラグをアスファルト混合物の骨
材として有効利用する取組みは平成７年
より岩手県釜石市、日本舗道、新日本製
鐵との共同研究により、数箇所の試験施
工および追跡調査を経て平成１０年度よ
り実用化に至っている。

溶融処理により都市ごみから発生する溶
融スラグの有効利用を促進することで、
最終処分場の大幅な削減を実現できる。

天然の骨材で
製造したアス
ファルト混合
物

③②（①） 【都市ごみ溶融スラグ混入アスファルト混合物の場合】
○本品目については､統合品目「都市ごみ溶融スラグ混入アスファルト混合物」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
・環境安全性、再リサイクル性について十分な検討がなされていないため
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

フライアッ
シュを用いた
コンクリート
骨材

コンクリート
用フライアッ
シュ

コンクリートの用途やコストに応じて、
JIS A 6201のⅠ種、Ⅱ種、Ⅳ種フライ
アッシュを選定し、セメント代替や細骨
材補充混和材として使用することによ
り、コンクリートの品質向上や施工性の
改善などを図るものである。

石炭火力発電所において発電の際に副産
物として生成するフライアッシュを品質
改良材（セメント代替や細骨材補充）と
して有効に利用することでフライアッ
シュの最終処分量の削減と、天然骨材の
採掘量を削減できる。

・普通ポルト
ランドセメン
ト　・天然砂
（海砂、山
砂）、砕砂

③②（①） 【フライアッシュを用いたコンクリート骨材の場合】
○本品目については､統合品目「フライアッシュを用いたコンクリート骨材」に該当するものと判断して検討させて
いただきました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

廃タイヤカー
ボンを用いた
コンクリート
用混和材

廃タイヤリサ
イクルコンク
リート添加剤
（廃タイヤ
カーボン）

使用済みタイヤを発電用燃料として使用
し、その焼却残渣から回収された微粉
カーボンをコンクリート添加剤として利
用する。

使用済みタイヤの焼却残渣まで全て資源
リサイクル出来ることにより、最終処分
地等の負荷低減、また不法投棄等の減少
につながる。更に、コンクリート構造物
に使用した場合岩色系の着色が出来る
為、自然景観上環境に配慮出来る。

コンクリート
着色添加剤
（黒色）

④（①） ○本品目については､統合品目「廃タイヤカーボンを用いたコンクリート用混和材」に該当するものと判断して検討
させていただきました。
○調達1単位あたりの低減効果が小さく、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回以
降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

生分解性プラ
スチックを用
いたドレーン
材

生分解性プラ
スチックボー
ドドレーン材

植物を原料とした生分解性プラスチック
により、圧密終了後に生分解し無害化す
る地盤改良工事用のドレーン材である。
本品目は、芯材・フィルターともに天然
のでんぷん（飼料用とうもろこしでんぷ
ん）や糖類などの植物を原料として作ら
れたポリ乳酸樹脂であり、施工後は土中
の微生物のはたらきによって生分解され
無害化し、圧密沈下完了後には自然に還
る素材である。
ドレーン材としての要求性能である施工
性、透水性および引張強度などはこれま
での化学繊維系のものと全く変わらな
い。

植物由来の資源素材を使用することによ
り、①化学繊維系を用いないため化石燃
料の消費を抑えられ、②地中微生物よる
生分解により無害化することで環境に配
慮でき、③その後の地下掘削工事の障害
が無くなる。

（化学繊維
系）プラス
チックボード
ドレーン材

③②（①） ○本品目については､統合品目「生分解性プラスチックを用いたドレーン材」に該当するものと判断して検討させて
いただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

天然繊維を用
いたドレーン
材

天然繊維を用
いたドレーン
材

軟弱地盤の圧密沈下促進工法である鉛直
ドレーン工法において、軟弱地盤中に鉛
直に打設し、軟弱地盤中の水分の排水を
促進するドレーン材に天然繊維製（黄麻
の織物とヤシの実の殻の外皮繊維を撚っ
たヤシロープ）の材料を用いるものであ
る。近年ではサンドマット（地上水平排
水砂材）の代替品として水平天然繊維ド
レーンが使用されている。

鉛直(水平）ドレーン材としては、一般的
に砂材あるいは石油化学製品であるプラ
スチック製の材料が使用されている。本
材料は天然繊維製であり、環境面のメ
リットとして以下の事項があげられる。
①材料は１年生の黄麻とヤシの実の殻の
外皮繊維を利用しており、森林の伐採等
とは無関係で、原料採取による資源の枯
渇や自然破壊とは無縁である。　②地中
に打設されたドレーン材は、バクテリア
によって腐食して土と同化する親環境型
の特性がある。

①砂材を用い
たドレーン
（サンドド
レーン、パッ
クドレーン）
②プラスチッ
ク（化学繊
維）ドレーン

③②（①） ○本品目については､統合品目「天然繊維を用いたドレーン材」に該当するものと判断して検討させていただきまし
た。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

廃木材発酵緑
化基盤材

ハーモニーソ
イル　ハーモ
ニーバーク

法面緑化材は多種多様生産され使用され
ているが、家屋解体工事から出る木質廃
材を再生処理施設に搬入し、人力分別・
１次破砕・２次破砕・磁選機２台、ふる
い機を経て選別したものを醗酵させ、法
面緑化基盤材にリサイクル化する。　木
質のリサイクル施設であれば選別、品質
の確認をおこなえば、全国どこでも可
能、価格的にも安く出来る。　特徴：解
体廃木材使用　使用方法：緑化基盤材園
芸用施肥として使用

建設副産物の中でもリサイクル率の低い
木質廃材を利用することにより、リサイ
クル率が高まり、廃材の最終処分量が削
減出来る。中期的に二酸化炭素を固定し
温暖化防止に繋がる。

キャトルバ
ン、イビコン
ポ、タンゴソ
イル等

④③②
（①）

○本品目については､統合品目「廃木材発酵緑化基盤材」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
・廃材中に有害化学物質が含まれることが多いため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

廃木材炭化緑
化基盤材

炭パワーソイ
ル

産業廃棄物である建設廃材・間伐材等を
チップ化し、７００～７５０℃にて炭
化。水にて簡易賦活した高多孔質の炭を
バーク堆肥、ピートモス、牛糞堆肥と混
合し、緑化基盤材として使用する。

木屑等を焼却処分せず炭化処理する事に
より、炭１ｔに対しＣＯ2　３.４８ｔの
削減及び最終処分場への持込みがゼロと
なる。また、炭を緑化基盤材に混入する
ことにより木屑使用量の増大がはかれ
る。法面緑化する事により緑の再生を行
う。

バーク堆肥 ④③②
（①）

○本品目については､統合品目「廃木材炭化緑化基盤材」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
・廃材中に有害化学物質が含まれることが多いため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

再生材料を用
いた型枠

再生型枠用
ボード（ＮＦ
ボード）

コンクリート型枠用合板の代替品で、プ
ラスチック製ボード。　寸法は
1800×600×12　一種のみ。
ノコギリでの切断、ドリルでの穴あけが
でき、釘が使えるなど、合板同様の取り
扱いで使用できる。
主原料は容器包装リサイクル法に基づ
き、自治体が一般家庭から分別回収し
た、使用済みプラス
チックであり、マテリアルリサイクル製
品。
使用済みＮＦボードの最終処分は製鉄原
料の還元材として、ケミカルリサイクル
される。
耐久性抜群で転用回数が大幅に伸び、
トータルコストの削減が可能である。

熱帯雨林保護・建設廃木材の削減・化石
資源（石炭）の節約・ＣＯ2の削減・埋め
立て処分ゴミの　削減を実現

コンクリート
型枠用塗装合
板

④②（①） ○本品目については､統合品目「再生材料を用いた型枠」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○短期的普及見込みが少なく、環境負荷低減効果が現場条件に大きく左右されると判断されるため、次回以降の特
定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・転用回数、回収方法、再リサイクルについて十分な検討がなされていないため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・通常品と同等の施工性が十分に確保される保証がない
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

再生材料を用
いた型枠

再生材混入型
枠（ＮＦボー
ド）

コンクリート型枠用合板の代替品で、プ
ラスチック製ボード。　寸法は
1800×600×12　一種のみ。
ノコギリでの切断、ドリルでの穴あけが
でき、釘が使えるなど、合板同様の取り
扱いで使用できる。
主原料は容器包装リサイクル法に基づ
き、自治体が一般家庭から分別回収し
た、使用済みプラスチックであり、マテ
リアルリサイクル製品。
使用済みＮＦボードの最終処分は製鉄原
料の還元材として、ケミカルリサイクル
される。
耐久性抜群で転用回数が大幅に伸び、
トータルコストの削減が可能である。

熱帯雨林保護・建設廃木材の削減・化石
資源（石炭）の節約・ＣＯ2の削減・埋め
立て処分ゴミの削減を実現。

型枠用合板 ④②（①） ○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度とは異なる判断とさせていただ
きました。
○本品目については､統合品目「再生材料を用いた型枠」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○短期的普及見込みが少なく、環境負荷低減効果が現場条件に大きく左右されると判断されるため、次回以降の特
定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・転用回数、回収方法、再リサイクルについて十分な検討がなされていないため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・通常品と同等の施工性が十分に確保される保証がない
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい。

再生材料を用
いた型枠

パルプモウル
ド製化粧型枠

ダンボール古紙を主原料としパルプモウ
ルド製法にて製造された化粧型枠。製造
工程に高温プレス、ワックス含浸を加え
ることで製品の硬度と脱型のよさを実
現。現在主流である発泡ポリスチレン製
化粧型枠と同様の使用方法である。廃棄
時は焼却処分、或いは低カロリー燃料用
の原料として使用され、サーマルリサイ
クルされる。

主原料が古紙であり環境に与える影響は
少ない。脱型時に細かく砕けることがな
く一体で脱型されるので周辺環境への影
響が少ない。製品を重ねられることから
梱包がコンパクトになり輸送負荷が少な
い。

発泡ポリスチ
レン製化粧型
枠

④②（①） ○本品目については､統合品目「再生材料を用いた型枠」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○短期的普及見込みが少なく、環境負荷低減効果が現場条件に大きく左右されると判断されるため、次回以降の特
定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・転用回数、回収方法、再リサイクルについて十分な検討がなされていないため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・通常品と同等の施工性が十分に確保される保証がない
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

再生材料を用
いた型枠

マムエコボー
ドNを使ったコ
ンクリート型
枠工法

再生古紙（堰板構造に１００％のダン
ボール古紙にて構成）を用いた型枠材。
水、火に弱く、構造、強度、耐力を有し
ないという紙の概念から、コンクリート
重量側圧に耐え、アルカリ反応に耐えれ
る型枠工法の確立を主に製品開発をおこ
なったもの。使用後は３R製品として、回
収、原材料化、再製品化の可能な製品で
あり、日本大昭和板紙㈱の実績のある製
造方法にて大気汚染物質、有害化学物
質、土壌汚染物質を含有していない。

従来使用されている木製合板製造の為の
森林破壊の抑制と使用後に焼却される木
製合板のCO２排出量の抑制、ダンボール
古紙の原料化にて製造、使用後ボードは
リサイクルされ当製品の原料となる完全
循環型資材であり、使用時に使わる剥離
剤による土壌汚染、水質汚染に著しい効
果がある。又、有害化学物質を含まない
為、コンクリート打設時に型枠仮設材か
ら流れ出る危険性が無い為、シックハウ
ス症候群等にも有効である。

片面加工合板
を含んだ木製
型枠合板、化
学合成製品型
枠、鋼製型枠

④②（①） ○本品目については､統合品目「再生材料を用いた型枠」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○短期的普及見込みが少なく、環境負荷低減効果が現場条件に大きく左右されると判断されるため、次回以降の特
定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・転用回数、回収方法、再リサイクルについて十分な検討がなされていないため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・通常品と同等の施工性が十分に確保される保証がない
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

再生材料を用
いた型枠

再生材料を使
用した樹脂型
枠工法

熱帯雨林の乱開発による自然生態系の破
壊、二酸化炭素の増加による地球温暖
化、
資源の有効利用という点から合板型枠に
代わる樹脂製の型枠。

30回程度の転用回数により、発生する合
板の産業廃棄物を10分の1以下に低減。
更に使用済みパネルは製造原料として再
生し産業廃棄物を削減する。止むを得ず
産業廃棄物として処分する場合も、有害
な溶出物の発生・及び焼却時のダイオキ
シンが無く、埋め立て処理の他、焼却も
可能である。

合板型枠 ④②（①） ○本品目については､統合品目「再生材料を用いた型枠」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○短期的普及見込みが少なく、環境負荷低減効果が現場条件に大きく左右されると判断されるため、次回以降の特
定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・転用回数、回収方法、再リサイクルについて十分な検討がなされていないため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・通常品と同等の施工性が十分に確保される保証がない
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

廃木材を用い
た公園資材

ベンチ(合成木
材製)

・座面に人工木材「オレンジウッドＥ」
を採用したベンチ。 ・「オレンジウッド
Ｅ」は廃プラスチック(60wt%)と廃木粉
(20wt%)を主原料に成形した弊社のオリジ
ナル素材であり、エコマーク認定素材で
もある。

・当該製品を利用した場合、従来では廃
棄されることが多かったコンテナなどの
廃プラスチックおよび廃木粉が、製品と
して大量に生まれ変わることが出来る。
・また天然木製ベンチは屋外の厳しい環
境では数年で劣化し、補修あるいは取替
が必要になってくるが、当該製品は１０
年以上十分に使用できるので、木材伐採
の保護にも役立つ。

天然木材製ベ
ンチ

④③（①） ○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「廃木材を用いた公園資材」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○マーケットが小さく期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回以降の特定調達品目
の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい。

廃木材を用い
た公園資材

木材・プラス
チック再生複
合材

本提案の木材・プラスチック再生複合材
は、建築解体工事等から発生する廃木材
とリサイクルプラスチックを微粉砕し、
加熱融解混練後に成型加工し、更に成型
品の表面に意匠性を付与するために表面
処理をした建築資材製品の総称である。
本提案資材製品の原材料は、廃木材が５
５％、リサイクルプラスチックが４５％
で構成され、それらは全て再生資源（１
００％リサイクル原料）であり、マテリ
アルリサイクルを実現した製品である。
更に、使用した後に回収し、

本資材製品は、その原料が木質系材料、
プラスチック材料共に１００％リサイク
ル材であること、更に使用後は、焼却す
ることなく再び原料として使用できる多
回リサイクル性を持つこと、健康を害す
る物質が溶出しないこと等の特長を持つ
ので資源保護、環境汚染防止、安全確保
等を実現でき、ライフサイクル全体にわ
たる環境負荷低減効果が期待できる。

バージンプラ
スチック製建
築資材

④③（①） ○本品目については､統合品目「廃木材を用いた公園資材」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○マーケットが小さく期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回以降の特定調達品目
の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

天然材料を用
いた植生マッ
ト・シート

間伐材などの
低位利用木材
を用いた植生
マット・シー
ト

近年、地球温暖化問題、適切な水の循環
等森林の役割が見直されるようになっ
た。
森林の役割を十分発揮するためには間伐
は欠かせないが、林業生産活動が停滞
し、適切な間伐がされていない森林が増
加している。森林の公益的機能を発揮さ
せるためにも、間伐材を有効に活用する
ことによって、間伐を推進することが緊
急の課題となっている。
本提案品目は上述の課題に対し、間伐材
を植生マット・シートに有効活用するこ
とにより、森林を守り、かつ法面の緑化
保護を可能にしたものである。

森林を間伐する際に発生する間伐材を有
効に利用して植生マット・シートへ添加
することにより、間伐の促進，森林保
全，未利用バイオマスの活用促進に貢献
できる。

非再生プラス
チックを用い
た植生マッ
ト・シート

④③②
（①）

○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「天然材料を用いた植生マット・シート」に該当するものと判断して検討させていた
だきました。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい。

リサイクル材
料を用いた植
生マット・
シート

リサイクル材
料を用いた植
生マット・
シート・ネッ
ト・土嚢

近年、環境問題がクローズアップされる
に連れて、リサイクルの重要性が浸透し
つつある。有限資源を再生利用すること
で資源の枯渇を防ぐことが可能となる
が、本提案品目が属する分野において
は、未だにヴァージン素材を用いた製品
が多く流通しているのが現状である。
　本提案品目は上述の課題に対し、製品
を構成する材料に古紙や再生プラスチッ
クなどを用いて、リサイクル材料を植生
マット・シート・ネット・土嚢に有効活
用することにより、限られた資源を有効
活用すると共に法面の緑化保護を可能に
したものである。

再生材料を主用構成材料とし、植生マッ
ト・シート・ネット・土嚢などの緑化資
材として活用することにより、限りある
資源の濫用を防ぐと共に、資源有効活用
に貢献できる。

非再生プラス
チックを用い
た植生マッ
ト・シート・
ネット・土嚢

④③②
（①）

○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「リサイクル材料を用いた植生マット・シート」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい。

7/20



分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

天然材料を用
いた植生マッ
ト・シート

腐食性材料を
用いた植生
マット・シー
ト
＜弊社対応商
品名＞：ｸﾞﾘｰﾝ
ﾌｫｰﾏｯﾄ，ﾊﾘｼﾊﾞ
ｶﾝｶﾞﾙｰ21，張
りｳｯﾄﾞ，ﾍﾟﾊﾟｰ
ﾙ，ﾊﾘｼﾊﾞ21な
ど

構成材料全てが腐食性材料（天然素材や
生分解性プラスチックなど）を使用した
植生マット・シートである。

施工後一定期間経過すると腐食すること
で、施工箇所周辺に人工物を残さないた
め生態系が保全でき、また、施工地を再
開発する際に現地発生土を土砂として処
理できるため、産業廃棄物の発生を押さ
えることが出来る。

非分解性材料
（ポリエチレ
ンなど）を用
いた植生マッ
ト，植生シー
ト，植生ネッ
ト，植生土の
う

④③②
（①）

○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「天然材料を用いた植生マット・シート」に該当するものと判断して検討させていた
だきました。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい。

天然材料を用
いた植生マッ
ト・シート

ワラ付き人工
張芝（分解
型）
〔当社対応商
品　ロンケッ
トデアグリー
ン〕

種子・肥料を装着した紙に、リサイクル
資材であるワラコモを重ねた緑化資材。
巾1ｍのロール状で、法肩から法尻に転が
して展開し、ピンで留めて施工する。施
工後、種子・肥料が地面に落ちて発芽
し、法面を緑化する。ワラコモは被覆材
として非常に有効で、浸食防止効果、保
温効果、保水効果を持ち、植物の発芽・
生育を保護する。

通常の植生資材として、種子肥料を装着
した紙にポリエチレン製のネットを重ね
たものが使用されるが、天然資材である
ワラを使用するほうが、製造エネルギー
が小さく環境に対する負荷が小さい。ま
た提案品目は微生物によって分解され、
土に還るので残存しない。

植生シート ④③②
（①）

【天然材料を用いた植生マット・シートの場合】
○本品目については､統合品目「天然材料を用いた植生マット・シート」に該当するものと判断して検討させていた
だきました。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

生分解性植生
マット・シー
ト

ワラ付き人工
張芝（分解
型）
〔当社対応商
品　ロンケッ
トデアグリー
ン〕

種子・肥料を装着した紙に、リサイクル
資材であるワラコモを重ねた緑化資材。
巾1ｍのロール状で、法肩から法尻に転が
して展開し、ピンで留めて施工する。施
工後、種子・肥料が地面に落ちて発芽
し、法面を緑化する。ワラコモは被覆材
として非常に有効で、浸食防止効果、保
温効果、保水効果を持ち、植物の発芽・
生育を保護する。

通常の植生資材として、種子肥料を装着
した紙にポリエチレン製のネットを重ね
たものが使用されるが、天然資材である
ワラを使用するほうが、製造エネルギー
が小さく環境に対する負荷が小さい。ま
た提案品目は微生物によって分解され、
土に還るので残存しない。

植生シート ④③②
（①）

【生分解性植生マット・シートの場合】
○本品目については､統合品目「生分解性植生マット・シート」に該当するものと判断して検討させていただきまし
た。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

生分解性植生
マット・シー
ト

ワラ付人工張
芝
〔当社対応品
ロンケットワ
ラ28〕

種子・肥料を装着した紙に、リサイクル
資材であるワラコモを重ねた緑化資材。
巾1ｍのロール状で、法肩から法尻に転が
して展開し、ピンで留めて施工する。施
工後、種子・肥料が地面に落ちて発芽
し、法面を緑化する。ワラコモは被覆材
として非常に有効で、浸食防止効果、保
温効果、保水効果を持ち、植物の発芽・
生育を保護する。

通常の植生資材として、種子肥料を装着
した紙にポリエチレン製のネットを重ね
たものが使用されるが、天然資材である
ワラを使用するほうが、製造エネルギー
が小さく環境に対する負荷が小さい。ま
たワラコモ部分は分解し、土に還るので
ネット製品と比べ製品の残存率が小さ
い。

植生シート ④③②
（①）

【生分解性植生マット・シートの場合】
○本品目については､統合品目「生分解性植生マット・シート」に該当するものと判断して検討させていただきまし
た。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

8/20



分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

天然材料を用
いた植生マッ
ト・シート

ワラ付人工張
芝
〔当社対応品
ロンケットワ
ラ28〕

種子・肥料を装着した紙に、リサイクル
資材であるワラコモを重ねた緑化資材。
巾1ｍのロール状で、法肩から法尻に転が
して展開し、ピンで留めて施工する。施
工後、種子・肥料が地面に落ちて発芽
し、法面を緑化する。ワラコモは被覆材
として非常に有効で、浸食防止効果、保
温効果、保水効果を持ち、植物の発芽・
生育を保護する。

通常の植生資材として、種子肥料を装着
した紙にポリエチレン製のネットを重ね
たものが使用されるが、天然資材である
ワラを使用するほうが、製造エネルギー
が小さく環境に対する負荷が小さい。ま
たワラコモ部分は分解し、土に還るので
ネット製品と比べ製品の残存率が小さ
い。

植生シート ④③②
（①）

【天然材料を用いた植生マット・シートの場合】
○本品目については､統合品目「天然材料を用いた植生マット・シート」に該当するものと判断して検討させていた
だきました。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

生分解性植生
マット・シー
ト

ワラ付植生
シート（完全
自然分解型）
〔当社対応製
品　ロンケッ
トオーガ〕

種子・肥料を装着した紙に、リサイクル
資材であるワラコモ、ジュートネットを
重ねた緑化資材。巾1ｍのロール状で、法
肩から法尻に転がして展開し、ピンで留
めて施工する。施工後、種子・肥料が地
面に落ちて発芽し、法面を緑化する。ワ
ラコモは被覆材として非常に有効で、浸
食防止効果、保温効果、保水効果を持
ち、植物の発芽・生育を保護する。

通常の植生シートは、種子肥料を装着し
た紙にプラスチック製のネットを重ねた
ものが使用されるが、天然資材であるワ
ラやジュートを使用するほうが、製造エ
ネルギーが小さく環境に対する負荷が小
さい。

生分解性プラ
スチックネッ
ト利用の植生
シート

④③②
（①）

【生分解性植生マット・シートの場合】
○本品目については､統合品目「生分解性植生マット・シート」に該当するものと判断して検討させていただきまし
た。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

天然材料を用
いた植生マッ
ト・シート

ワラ付植生
シート（完全
自然分解型）
〔当社対応製
品　ロンケッ
トオーガ〕

種子・肥料を装着した紙に、リサイクル
資材であるワラコモ、ジュートネットを
重ねた緑化資材。巾1ｍのロール状で、法
肩から法尻に転がして展開し、ピンで留
めて施工する。施工後、種子・肥料が地
面に落ちて発芽し、法面を緑化する。ワ
ラコモは被覆材として非常に有効で、浸
食防止効果、保温効果、保水効果を持
ち、植物の発芽・生育を保護する。

通常の植生シートは、種子肥料を装着し
た紙にプラスチック製のネットを重ねた
ものが使用されるが、天然資材であるワ
ラやジュートを使用するほうが、製造エ
ネルギーが小さく環境に対する負荷が小
さい。

生分解性プラ
スチックネッ
ト利用の植生
シート

④③②
（①）

【天然材料を用いた植生マット・シートの場合】
○本品目については､統合品目「天然材料を用いた植生マット・シート」に該当するものと判断して検討させていた
だきました。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

下水汚泥焼却
灰を用いた軽
量土工材料

人工軽量骨材 主原料の膨張性頁岩に産業廃棄物（汚
泥、燃え殻）を混合し、造粒後1,150℃で
焼成・発泡させたリサイクル型人工軽量
骨材。各種サイズがあり、覆蓋の上部利
用においては排水層、土壌改良材、マル
チング材、管理道路の路床に利用でき
る。また、締め固め性も良好なので擁壁
の裏込め、軽量盛土材にも適している。

混入した産業廃棄物は全量人工軽量骨材
化する為、廃棄物の再生利用が図れる。
逼迫した埋立て処分場の寿命の延長に寄
与。

パーライト ②（①） ○本品目については､統合品目「下水汚泥焼却灰を用いた軽量土工材料」に該当するものと判断して検討させていた
だきました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

石炭灰気泡混
合軽量土

石炭灰を使用
した気泡混合
軽量土

石炭火力発電所から発生するフライアッ
シュを土圧軽減や盛土荷重低減を目的と
した道路擁壁、橋台背面、急傾斜地盛土
などの構造物や、狭小部の充填材として
使用するものである。

石炭火力発電所において発電の際に副産
物として生成するフライアッシュを材料
として有効に利用し、気泡混合軽量土の
原料材として使用することにより、フラ
イアッシュの最終処分量の削減と、天然
土の採掘量を削減できる。

天然砂（海
砂、山砂）、
砕砂

②① ○本品目については､統合品目「石炭灰気泡混合軽量土」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○コストが通常品に比べ、著しく高いと考えられるため、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させ
ていただくこととしました
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分類 理由等
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特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

石炭灰を用い
た地盤材料

石炭灰を利用
した地盤材料

石炭火力発電所で副産される石炭灰に水
とセメントなどを特殊混合装置を用いて
混合・製造することにより、通常の土質
材料に対して軽量かつ同等の強度・物理
特性および施工性を有し、盛土、構造物
の裏込めや埋戻し、河川築堤、土地造
成、路床・路盤などの用途に使用するも
のである。

石炭火力発電所において発電の際に副産
物として生成する石炭灰(フライアッ
シュ)を材料として有効に利用し、人工地
盤材料の原料材として使用することによ
り、石炭灰の最終処分量の削減と、天然
材料の採掘量を削減できる。

天然土、天然
砂（海砂、山
砂）、砕砂

②（①） ○本品目については､統合品目「石炭灰を用いた地盤材料」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

廃木材を用い
た土壌改良材

グラウンド土
壌改良材

スギ材生産の盛んな宮崎県に於きまし
て、林産業の廃棄物となっている樹皮の
処理は、環境面、経済性の面からもマイ
ナス効果となっています。本製品は、地
域特有に発生する産業廃棄物を、建設業
を核にして、リサイクル開発した資材で
あり、ゼロエミッション、森林保全、自
然還元に貢献します。樹皮を特殊加工
し、法面の緑化基盤材やグラウンドの土
壌改良材に活用できる製品です。

・林産廃棄物、畜産廃棄物の合理的なリ
サイクルシステム　・森林育成効果（林
業者の負担軽減・緑化環境創造）　・地
球環境保護（水質汚濁防止、生態系の維
持）　・生活環境対策（グラウンド埃の
抑制）

緑色スクリー
ニングス

④③②
（①）

○本品目については､統合品目「廃木材を用いた土壌改良材」に該当するものと判断して検討させていただきまし
た。
○マーケットが小さく期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回以降の特定調達品目
の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

ペーパース
ラッジを用い
た土質改良材

FTマッドキ
ラー工法

製紙工場から排出されるペーパースラッ
ジ灰を再焼成、混合（混和材）、造粒、
粒度調整、乾燥等の処理を施すことで製
造した泥土改良材を用いて、軟弱な建設
発生土（泥土）を瞬時に改良し、建設工
事への転用を可能とする工法である。本
工法の特徴は、以下のとおりである。
1)吸水効果を主体とする改良である。
2)養生時間なしに、瞬時に泥土を改良さ
せ、改良土を建設工事に転用させること
ができる。　3)粘性土,砂質土,腐植土等
すべての土質に対応可能である。　4)改
良土は、中性域であり、周辺の生態系
（動、植物）にやさしい改良である。 5)
改良土は、繰り返し利用できる。6)第4種
の改良状態（qc=200KN/m2)からそれ以上
の強度を発揮させる場合、少ない追添加
でこれを達成することができる。 7)改良
に際しては専用攪拌装置があるがバック
ホー攪拌でも対応できる（セメント系固
化と比較して攪拌ムラが少ない）

製紙製造工程で副産物として副生する
ペーパースラッジ（ＰＳ）灰を軟弱建設
発生土の改良材として製品化させ、建設
発生土（泥土）の改良土についても建設
工事への転用を促進させることで、両者
の資源化率を同時に高めることが可能と
なる（産業間をまたがるゼロエミッショ
ンの推進）。周辺生態系にも悪影響を与
えることなく、環境負荷低減に寄与でき
る改良工法である。

セメント系改
良工法、石灰
系改良工法、
高分子系改良
工法

④②① ○本品目については､統合品目「ペーパースラッジを用いた土質改良材」に該当するものと判断して検討させていた
だきました。
○マーケットが小さく期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回以降の特定調達品目
の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○コストが通常品に比べ、著しく高いと考えられるため、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させ
ていただくこととしました

ペーパース
ラッジを用い
た土質改良材

土質改良用、
埋め戻し用、
敷き固め用、
の改良材

池、湖沼、河川。建設現場等から排出さ
れる泥土、軟弱土、残土の有効活用を目
指し、また世界的リサイクルプランのな
かでの建設残土、汚泥、湖沼、ダムの汚
泥の有効利用することにより、良質なつ
ちにかえし、処分場の節約、寿命をのば
せることができます。　またこの本製品
の成分は製紙スラッジ焼却灰と石炭灰、
リサイクル石膏等が主成分であり、この
本製品そのものがリサイクル製品であり
ます。

製品そのものが環境に適した固化材であ
ると同時に他の固化材で固めた土は一般
的に産業廃棄物となり各地のうめたて処
分場を逼迫すところを当社の製品を使用
することで多少なりとも軽減させていた
だけるものと思います。

セメント系固
化材

④②① ○本品目については､統合品目「ペーパースラッジを用いた土質改良材」に該当するものと判断して検討させていた
だきました。
○マーケットが小さく期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回以降の特定調達品目
の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○コストが通常品に比べ、著しく高いと考えられるため、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させ
ていただくこととしました
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特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

ペーパース
ラッジを用い
た土質改良材

マッドクリー
ン

ペーパースラッジ（製紙焼却灰）を利用
した固化剤を土砂に混合攪拌することに
より、水和反応およびポゾラン反応が発
生し、エトリンガイトが生成されます。
これより建設汚泥等の不良土を透水性に
優れた泥濘しない良質土に変換すること
ができ、転圧することにより地盤に強度
を与えることもできます。また、環境や
人体に対して有害な物質は一切含まれて
ませんので、環境負荷を増大させること
もありません。

従来産業廃棄物として処分されていた製
紙焼却灰（ペーパースラッジ）を利用し
ているので、処分場の温存に繋がりま
す。さらに、有害物質を一切含まず、植
栽も可能なので改良土の使用用途を選び
ません。

セメント系固
化剤。石灰系
固化剤。

④②① ○本品目については､統合品目「ペーパースラッジを用いた土質改良材」に該当するものと判断して検討させていた
だきました。
○マーケットが小さく期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回以降の特定調達品目
の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○コストが通常品に比べ、著しく高いと考えられるため、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させ
ていただくこととしました

有害金属を含
有しない水性
塗料

有害重金属を
配合しない一
般防食水性塗
料（提案Ｎ
ｏ.T－３）

合成樹脂を水溶性化又は乳化させた水性
塗料で、有害重金属を含有する顔料を配
合していない。用途は鉄鋼構造物の一般
防食用。

一般防食用の水性塗料で有害重金属を含
む顔料を配合せず、揮発性有機化合物
（VOC）を低くすることにより人体への健
康影響や、大気汚染を低減できる。

油性、アルキ
ド樹脂系さび
止め塗料

③②（①） ○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「有害金属を含有しない水性塗料」に該当するものと判断して検討させていただきま
した。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
・耐久性（防食性）が明らかになっておらず、現場施工性についての検証もなされていないため
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難になる場合がありますので予めご了
承ください。

有害金属を含
有しない錆安
定化処理塗料

有機金属さび
安定化処理用
塗料

提案する有機金属さび安定化処理用塗料
は有害な重金属（鉛、亜鉛,クロムなど）
を一切含ず、環境に負荷を与えない伝導
性ポリマーを主成分とし、溶接構造用耐
候性熱間圧延鋼材（SMA材）及び、耐候性
鋼材（SPA材）の金属表面に作用し、早期
に酸化被膜（安定さび）の確実な形成を
促進させ、耐候性鋼材の耐食性を高める
さび安定化処理用塗料である。

有害物質である重金属（鉛,亜鉛,クロム
など）をいっさい含んでいないため経年
変化で周辺への流出による土壌汚染や水
質汚染が無く、従来の下塗り塗料に比べ
薄塗り（約三分の1）で原料及びシンナー
等の使用量が５０％以上削減できるとと
もに塗替え年数が延び、さらに原料及び
シンナー等が削減でき、省資源化、CO2の
削減による地球温暖化防止に貢献でき
る。

従来さび安定
化処理用塗料

③②（①） ○本品目については､統合品目「有害金属を含有しない錆安定化処理塗料」に該当するものと判断して検討させてい
ただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

有害金属を含
有しない重防
食下塗水性塗
料

有害重金属を
配合しない重
防食下塗水性
塗料　（提案
Ｎｏ．Ｔ-4）

無公害防錆顔料を使用した環境配慮形塗
装システム

希釈用溶剤に水を使用しているため、有
機溶剤が少ない
有害金属を配合していないため、環境に
悪影響が少ない

エポキシ樹脂
系塗料（ＶＯ
Ｃ約４０％）

③②（①） ○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「有害金属を含有しない重防食下塗水性塗料」に該当するものと判断して検討させて
いただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

有害金属を含
有しない重防
食下塗塗料

重防食さび止
め用下塗り塗
料（有機金属
不動態化塗
料）

提案する重防食さび止め用下塗り塗料
（有機金属不動態化塗料）は有害な重金
属（鉛,亜鉛,クロムなど）を一切含ま
ず、有害重金属の流出による人体への悪
影響や周辺環境の土壌汚染や水質汚染を
引き起こさない。またあらゆる金属表面
に作用し、その表面電位を貴金属レベル
に移行させ防食する。また金属表面に不
動態化層を形成させることにより防錆特
性を高め、施設の持続性を大幅に延長さ
せるさび止め塗料。

有害物質である重金属（鉛,亜鉛,クロム
など）をいっさい含んでいないため経年
変化で周辺への流出による土壌汚染や水
質汚染が無く、従来の下塗り塗料に比べ
薄塗り（約三分の1）で原料及びシンナー
等の使用量が５０％以上削減できるとと
もに塗替え年数が延び、さらに原料及び
シンナー等が削減でき、省資源化、CO2の
削減による地球温暖化防止に貢献でき
る。

防食用下塗り
塗料
（JISK5552ｼﾞﾝ
ｸﾘｯﾁﾌﾟﾗｲﾏｰ・
JISK5623亜鉛
化鉛さび止め
ﾍﾟｲﾝﾄ・
JISK5625ｼｱﾐﾄﾞ
鉛さび止めﾍﾟｲ
ﾝﾄ・JISK5627
ｼﾞﾝｸﾛﾒｰﾄさび
止めﾍﾟｲﾝﾄ・
JISK5629鉛酸
カルシウムさ
び止めﾍﾟｲﾝﾄ

③②（①） ○本品目については､統合品目「有害金属を含有しない重防食下塗塗料」に該当するものと判断して検討させていた
だきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

有害金属を含
有しない重防
食中上塗水性
塗料

有害重金属を
配合しない重
防食中上塗水
性塗料　（提
案Ｎｏ．Ｔ-
5）

無公害防錆顔料を使用した環境配慮形塗
装システム

希釈用溶剤に水を使用しているため、有
機溶剤が少ない
有害金属を配合していないため、環境に
悪影響が少ない

③②（①） ○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「有害金属を含有しない重防食中上塗水性塗料」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい

建設汚泥削減
用添加剤

建設汚泥削減
用添加剤

産廃のうち建設業からの排出量はその約
20%を占め約1000万トンが建設汚泥であ
る。その再利用率は6%、減容化率は8%と
低率で86%が処分に頼っている。汚泥は減
量化の余地が少なくかつリサイクルも確
立しておらず、埋立処分され、需要の逼
迫している処分場の容量を消費してい
る。また処分場は地域生活の環境保全か
ら新規立地が困難となってきている。土
とセメントを混合する地盤改良工法は広
く用いられており、原理的に地盤に注入
したセメントスラリー体積に応じた汚泥
（産廃）が発生するため、セメントスラ
リー量を低減する施工技術が強く求めら
れており、本テーマではその排出量の抑
制に取組み技術開発を行った。本添加剤
は、泥土処理に有効で環境に優しい特殊
添加剤による減水化であり、適切な掘削
施工方法とのマッチングで、排出土量の
低減と品質維持向上の同時達成が可能と
なった。

当該建設残土削減用添加剤を使用し既往
の地盤改良工事を行うことにより、産業
廃棄物となる建設汚泥の発生量を削減で
きる。また掘削時の施工性が向上するた
め、掘削機械への負荷が低減され、掘削
に要するエネルギー（燃料等）の節減に
繋がる。

地下連続壁造
成工法、ソイ
ルミキシング
ウォール工法
（SMW工法）、
シールド工
法、既製杭や
場所打ち杭の
造成工法、埋
め戻し工法、
高圧噴射攪拌
工法

③②（①） ○本品目については､統合品目「建設汚泥削減用添加剤」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

貝殻混入砕石 貝殻混入路盤
材

産業廃棄物として排出されるホタテ貝殻
は毎年数十万トン排出されており埋立処
分されたり、畑地の土壌改良材や暗渠疎
水材として利用されているが、貝殻には
スリヘリ強度がないので路盤材などに大
量に使われなかった。貝殻特有の破砕性
や支持力の低下が問題であったが、天然
鉱物資源の砕石類と調合することで破砕
率が向上し、ＣＢＲ値が改善され、ま
た、吸水率も減少し凍上しにくい路盤材
料の製造技術を確立することができた。
合わせてカルシウムの溶出が、天然鉱物
資源の砕石類と調合することでＣＥＣに
より解決することができる。

貝殻から溶脱するカルシウムなどの高塩
基分が、陰イオンの硝酸と共に地下水へ
と溶出している。天然鉱物資源の砂岩な
どには、陽イオン交換容量ＣＥＣがあり
アラゴナイトのような形態で、貝殻の炭
酸カルシウムを結晶させ固定させるので
二酸化炭素の放出を抑制することができ
るメリットがある。

コンクリート
再生骨材

④③②
（①）

○本品目については､統合品目「貝殻混入砕石」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○入手制約があり短期的普及が見込めず、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回
以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

再生プラス
チックを用い
た中央分離帯
ブロック

再生樹脂製中
央分離帯ブ
ロック

・廃プラスチックからポリエチレンを主
として取り出した原料を使う　・上記の
原料を９０％以上使用する　・必要に応
じて脱着できる構造である　・取り外し
た後再使用が可能である

・再生樹脂を使用するので環境負荷の低
減に寄与できる

バージンプラ
スチック製
中央分離帯ブ
ロック

④（①） ○本品目については､統合品目「再生プラスチックを用いた中央分離帯ブロック」に該当するものと判断して検討さ
せていただきました。
○マーケットが小さく期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回以降の特定調達品目
の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

自発光ＬＥＤ
表示板

ソーラー式視
線誘導標『シ
ングル・ア
イ』『サー
モ・アイ』

当該提案品目は、太陽電池と電気二重層
コンデンサの組み合わせによりＬＥＤを
発光点滅させる自発光式の視線誘導標で
す。蓄電部に大容量でメンテナンスフ
リーの電気二重層コンデンサを使用する
ため、設置後の定期的なバッテリー交換
が不要で、廃棄物が発生しません。ＬＥ
Ｄの発光点滅効果に加え、樹脂製反射レ
ンズ、又は高輝度反射シートを併用して
いるため、車両のヘッドライトにも効率
的に再帰反射し、ドライバーに道路線形
を鮮明に表示します。

クリーンで無尽蔵な太陽光エネルギーを
電力源とするため、枯渇の心配がなく、
省エネ化を図ることができます。また、
太陽電池は電気を発生する際、CO2、騒
音、振動、公害物質が発生しません。電
気二重層コンデンサは電極材料として活
性炭を使用しているため、屋外でも安心
して使用でき、土壌や水質への影響があ
りません。

太陽電池と
鉛・ニッカド
電池等バッテ
リー、ＬＥＤ
を使用した自
発光式視線誘
導標。

④②（①） ○本品目については､統合品目「自発光LED表示板」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○マーケットが小さく期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回以降の特定調達品目
の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

環境配慮型道
路標識板

広角プリズム
型反射式道路
標識板

道路標識板の反射装置としてガラスビー
ズ型反射素子を使用しない、高精細プリ
ズムカット加工による反射方法を使用し
た道路標識板。対象品のカプセルレンズ
型反射式道路標識板より反射性能として3
倍～6倍の反射性能を有し、比較対象品目
より夜間の視認性を向上する機能を持
つ。

製造、加工、廃棄時におけるCO2（二酸化
炭素）排出量の削減、及び性能の向上に
よる道路標識板のライフサイクルの延命
が可能

カプセルレン
ズ型反射式道
路標識板

④① ○本品目については､統合品目「環境配慮型道路標識板」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○調達1単位あたりの低減効果が小さく、期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回以
降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○コストが通常品に比べ、著しく高いと考えられるため、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させ
ていただくこととしました

再生材料を用
いた舗装用ブ
ロック（非焼
成）

ニューランソ
フトブロック

下層に廃タイヤを利用したゴムチップを
使用し、上層のカラーゴムチップと一体
成型した弾性ブロック舗装

廃タイヤを使用するため、廃タイヤの焼
却時に発生するＣＯ２などの排出量を抑
制できる

弾性ブロック ③（①） ○本品目については､統合品目「再生材料を用いた舗装用ブロック（非焼成）」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

再生材料を用
いた舗装用ブ
ロック（非焼
成）

ゴムブロック 廃タイヤおよび工程で発生するゴム廃棄
物等をゴムチップとし、樹脂バインダー
等を用いて固化、成型した弾性を持つ
（クッション性を持つ）ゴムブロック

①廃タイヤ､廃ゴムの再利用に伴うゴム廃
棄物の最終処分量の削減　②歩行騒音の
低減

コンクリート
製ブロック、
アスファルト
舗装の歩道

③（①） ○本品目については､統合品目「再生材料を用いた舗装用ブロック（非焼成）」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

再生材料を用
いた舗装用ブ
ロック（非焼
成）

弾性パネル
（リサイクル
品を原料とし
た弾性歩径路
用パネル）

主に廃タイヤのゴムチップ及び再生プラ
スチックをベースに構成される歩径路用
弾性パネル。

再生原料から構成されるため使用された
分、資源の有効利用が図られ、また廃棄
物処分量が削減される。

ゴム製舗装材
（シート、
マット）

③（①） ○本品目については､統合品目「再生材料を用いた舗装用ブロック（非焼成）」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

再生材料を用
いた舗装用ブ
ロック（非焼
成）

弾性パネル
（リサイクル
品を原料とし
た弾性歩径路
用パネル）

主に廃タイヤのゴムチップ及び再生プラ
スチックをベースに構成される歩径路用
弾性パネル。

再生原料から構成されるため使用された
分、資源の有効利用が図られ、また廃棄
物処分量が削減される。

ゴム製舗装材
（シート、
マット）

③（①） ○本品目については､統合品目「再生材料を用いた舗装用ブロック（非焼成）」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

再生材料を用
いた舗装用ブ
ロック（非焼
成）

EPSインター テレビなどの家電製品梱包材や魚箱等の
発泡スチロールをリサイクルすることか
ら生まれた、環境に配慮した新しいイン
ターロッキングブロック。発泡スチロー
ルを遠赤外線処理により1／25～1／50に
減容固化したものを用いる。

有害物質は環境基準を満足し、リサイク
ル材料（廃棄物）を使用することにより
環境保全に貢献。EPSインターは通常のイ
ンターロッキングブロックと比べて熱伝
導係数が低い為夏場の路面ヒートを和ら
げることができる。

同等品のイン
ターロッキン
グブロック
（通常品）

③（①） ○本品目については､統合品目「再生材料を用いた舗装用ブロック（非焼成）」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

再生材料を用
いた舗装用ブ
ロック（非焼
成）

エコフェニッ
クスインター

産業廃棄物の溶融スラグを６０％リサイ
クルしたインターロッキングブロック。

有害物質は環境基準を満足し、リサイク
ル材料（廃棄物）を使用することにより
環境保全に貢献。

同等品のイン
ターロッキン
グブロック
（通常品）

③（①） ○本品目については､統合品目「再生材料を用いた舗装用ブロック（非焼成）」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

再生材料を用
いた舗装用ブ
ロック（非焼
成）

再生骨材活用
舗装材

特徴としては、再生骨材をインターロッ
キングブロックや舗装用コンクリート平
板の基層部分に骨材として使用した舗装
材である。　原料は、細骨材（再生骨
材、天然砂等）、粗骨材（再生骨材、天
然砂利等）、セメント、混和剤である。
従来のインターロッキングブロックや舗
装用コンクリート平板と同じ、即時脱型
による常温成型である。　使用方法は、
主に歩道に舗装材として使用する。　廃
棄時の扱い方については、再度破砕、分
級して再度、再生骨材として活用する事
も可能であるが、現在は、自社工場内の
２級品、破損品等のみのリサイクルに止
まっている。

不要品・廃材を原料として有効に利用
し、骨材として活用することにより、最
終処分量を削減できる。

天然砂（海
砂、山砂）、
天然砂利、砕
砂または砕石

③（①） 【再生材料として都市ごみ溶融スラグ、下水汚泥溶融スラグ以外の材料を使用した場合】
○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「再生材料を用いた舗装用ブロック（非焼成）」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承ください。

再生材料を用
いた舗装用ブ
ロック（非焼
成）

下水汚泥焼却
灰活用舗装材

特徴としては、下水汚泥焼却灰をイン
ターロッキングブロックや舗装用コンク
リート平板の基層部分に骨材として使用
した舗装材である。　原料は、細骨材
（下水汚泥焼却灰、天然砂等）、粗骨材
（天然砂利等）、セメント、混和剤であ
る。　従来のインターロッキングブロッ
クや舗装用コンクリート平板と同じ、即
時脱型による常温成型である。　使用方
法は、主に歩道に舗装材として使用す
る。　廃棄時の扱い方については、再度
破砕、分級して再度、再生骨材として活
用する事も可能であるが、現在は、自社
工場内の２級品、破損品等のみのリサイ
クルに止まっている。

不要品・廃材を原料として有効に利用
し、骨材として活用することにより、最
終処分量を削減できる。

天然砂（海
砂、山砂）、
天然砂利、砕
砂

③（①） 【下水汚泥を前処理なしで使用した場合】
○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「再生材料を用いた舗装用ブロック（非焼成）」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承ください。

再生材料を用
いた舗装用ブ
ロック（非焼
成）

廃棄物の減量化及び資源保護の観点から
原料に再生材料を利用したインターロッ
キングブロック。使用原材料として骨材
にごみ溶融スラグ及び下水汚泥溶融スラ
グを、セメントには普通セメントは勿論
のこと、生活ごみを主原料としたエコセ
メントを用いることもでき、これらによ
り天然資源の使用量を削減した。

①骨材採取に伴う自然破壊の抑制　②天
然骨材の枯渇抑制　③最終処分場の延命
④リサイクル品の有効利用

１００％天然
材料使用のイ
ンターロッキ
ングブロック

③（①） 【再生材料として都市ごみ溶融スラグ、下水汚泥溶融スラグ以外の材料を使用した場合】
○本品目については､統合品目「再生材料を用いた舗装用ブロック（非焼成）」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
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環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

再生材料を用
いた舗装用ブ
ロック（非焼
成）

再生材料活用
舗装材

特徴としては、再生材料（溶融スラグ、
下水汚泥焼却灰、再生骨材等）をイン
ターロッキングブロックや舗装用コンク
リート平板の基層部分に骨材として使用
した舗装材である。　原料は、細骨材
（再生材料、天然砂等）、粗骨材（再生
材料、天然砂利等）、セメント、混和剤
である。　従来のインターロッキングブ
ロックや舗装用コンクリート平板と同
じ、即時脱型による常温成型である。
使用方法は、主に歩道に舗装材として使
用する。　廃棄時の扱い方については、
再度破砕、分級して再度、再生骨材とし
て活用する事も可能であるが、現在は、
自社工場内の２級品、破損品等のみのリ
サイクルに止まっている。

不要品・廃材を原料として有効に利用
し、骨材として活用することにより、最
終処分量を削減できる。

天然砂（海
砂、山砂）、
天然砂利、砕
砂または砕石

③（①） 【再生材料として都市ごみ溶融スラグ、下水汚泥溶融スラグ以外の材料を使用した場合】
○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「再生材料を用いた舗装用ブロック（非焼成）」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承ください。

再生材料を用
いた舗装用ブ
ロック（非焼
成）

再生材料利用
インターロッ
キングブロッ
ク

廃棄物からなる再生材を従来のバージン
原料の一部分に代替利用したインター
ロッキングブロック。再生材料として都
市ゴミ溶融スラグ、廃ガラス、の廃棄物
を適時選定使用することで、国内外から
の自然・天然資源の採取量を削減し、自
然破壊の防止に寄与する。また、セメン
ト硬化製品の為、特にCO2の排出増を伴わ
ない省エネルギー製造製品である。

大量の廃棄物をコンクリートの原料とし
て使用できるため、自然・天然の川砂
利・砂、山砂利・砂、砕石・砂など代替
量分だけ使用量が削減する。従って　採
掘などの自然破壊や廃棄物最終処分場の
埋め立て地の延命化に貢献する。循環型
社会資材といえる。

天然砂利・天
然砂、天然砕
石・天然砕
砂、等をコン
クリート原料
として使用し
たインター
ロッキングブ
ロック

③（①） 【再生材料として都市ごみ溶融スラグ、下水汚泥溶融スラグ以外の材料を使用した場合】
○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「再生材料を用いた舗装用ブロック（非焼成）」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承ください。

再生材料を用
いた舗装用コ
ンクリート平
板

再生材料利用
コンクリート
平板

【特徴】一般廃棄物や産業廃棄物からな
る再生材を従来のバージン原料に換えて
利用した舗装用コンクリート平板。【原
料】再生材料は都市ゴミ溶融スラグ、下
水汚泥焼却灰、同溶融スラグ、鉄鋼スラ
グ、廃ガラス、陶磁器屑、石炭灰、コン
クリート塊、石材屑、その他の廃棄物を
適時選定使用することで、国内外からの
自然・天然資源の採取量を削減し、自然
破壊の防止に寄与する。【製造過程】セ
メント硬化製品（非焼成）の為、特にCO2
の排出増を伴わない省エネルギー製造製
品である。【使用方法】当提案の舗装用
平板は景観性の優れた都市整備型の商品
のため、再生廃棄物が公的環境景観製品
に生まれ変わることは社会的意義が大き
い。【廃棄時の扱い】使用後の廃棄時に
は従来のコンクリート製品同様に破砕に
よる再生骨材原料としてコンクリート製
品に循環使用する。

大量の廃棄物をコンクリートの原料とし
て使用できるため、自然・天然の川砂
利・川砂、山砂利・山砂、砕石・砕砂な
どは代替量分だけ使用量が削減する。
従って　採掘などの自然破壊の抑制と廃
棄物の最終処分場の埋め立て地の延命化
に貢献する。循環型社会に適応した資材
といえる。

天然砂利・天
然砂、天然砕
石・天然砕砂
等をコンク
リート原料と
して使用した
舗装用コンク
リート平板

③① 【再生材料として都市ごみ溶融スラグ、下水汚泥溶融スラグ以外の材料を使用した場合】
○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「再生材料を用いた舗装用コンクリート平板」に該当するものと判断して検討させて
いただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○コストが通常品に比べ、著しく高いと考えられるため、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させ
ていただくこととしました。
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい。

スラッジを用
いた路盤材

特殊固化剤を
用いて再生し
た骨材、ク
ラッシャーラ
ン

汚泥(無機性汚泥)、燃えがら(石炭灰含
む)、ばいじん、鉱さい、コンクリート、
ガラスくず及び陶磁器くず類などを特殊
固化剤とセメントで固化を行った再生骨
材、及び再生クラッシャーラン。

汚泥(無機性汚泥)、燃えがら(石炭灰含
む)、ばいじん、鉱さい、コンクリート、
ガラスくず及び陶磁器くず類などをを骨
材、クラッシャーランとして有効利用す
る為、廃棄物の抑制になる。再生骨材、
再生クラッシャーランを使用することに
より天然骨材資源の保護につながる。

天然の砕石 ④③②
（①）

○本品目については､統合品目「スラッジを用いた路盤材」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○製造にかかるエネルギーが増大する懸念があると考えられるため、次回以降の特定調達品目の候補として継続的
に検討させていただくこととしました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。
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都市ごみ溶融
スラグ混入路
盤材

溶融スラグ路
盤材

従来、都市ごみ焼却灰は埋立て処分で
あったが、その灰を更に1200℃以上で溶
融、無害化して溶融スラグとしたものを
破砕し砕石状にして骨材化し、路盤材と
して有効利用する

一般廃棄物の有効処理により最終処分量
が削減される

道路用路盤材
C-40　または
道路用再生路
盤材RC-40

③（①） ○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「都市ごみ溶融スラグ混入路盤材」に該当するものと判断して検討させていただきま
した。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい。

砕石微粉末混
入路盤材

水硬性複合路
盤材

単粒度砕石や砕砂を湿式で製造する際に
副産物として発生する砕石微粉末(脱水
ケーキ)を生石灰等で安定処理したものを
クラッシャラン又は再生クラッシャラン
に混合することにより品質の安定を図っ
た路盤材

単粒度砕石や砕砂を湿式で製造する際に
副産物として発生する脱水ケーキを原料
として有効に利用し路盤材として活用す
ることにより、最終処分量を削減できる
とともに、有効利用により砕石用原石の
採掘量が減少し、自然環境の保護、エネ
ルギー使用量の削減につながる。

クラッシャラ
ン又は再生ク
ラッシャラン

③②（①） ○平成17年度は、資料の提出をいただいておりませんが、再精査した結果、昨年度と同じ判断とさせていただきま
した。
○本品目については､統合品目「砕石微粉末混入路盤材」に該当するものと判断して検討させていただきました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
○公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
○なお、今後も新たな資料の提出をいただけない場合は、継続的な検討が困難となる場合がありますので予めご了
承下さい

都市ごみ溶融
スラグ混入路
盤材

溶融スラグ混
入路盤材

一般廃棄物や下水汚泥等を溶融炉で処理
する際に副産物として生成される溶融ス
ラグを水等によって急冷又は徐冷して固
化した骨材を使用した路盤材

溶融スラグを原料として有効に活用し骨
材として利用するとことによりごみや下
水汚泥の最終処分量を削減できるととも
に、天然資源の消費量を抑制できる。

道路用砕石
（クラッ
シャーラン、
粒調砕石）を
使用した路盤
材

③（①） 【都市ごみ溶融スラグ混入路盤材の場合】
○本品目については､統合品目「都市ごみ溶融スラグ混入路盤材」に該当するものと判断して検討させていただきま
した。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

下水汚泥溶融
スラグ混入路
盤材

溶融スラグ混
入路盤材

一般廃棄物や下水汚泥等を溶融炉で処理
する際に副産物として生成される溶融ス
ラグを水等によって急冷又は徐冷して固
化した骨材を使用した路盤材

溶融スラグを原料として有効に活用し骨
材として利用するとことによりごみや下
水汚泥の最終処分量を削減できるととも
に、天然資源の消費量を抑制できる。

道路用砕石
（クラッ
シャーラン、
粒調砕石）を
使用した路盤
材

③（①） 【下水汚泥溶融スラグ混入路盤材の場合】
○本品目については､統合品目「下水汚泥溶融スラグ混入路盤材」に該当するものと判断して検討させていただきま
した。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

都市ごみ溶融
スラグ混入路
盤材

道路用溶融ス
ラグ骨材

一般廃棄物や下水汚泥等を溶融炉で処理
する際に副産物として生成される溶融ス
ラグを水等によって急冷又は徐冷して固
化した道路用骨材

溶融スラグを原料として有効に活用し骨
材として利用するとことによりごみや下
水汚泥の最終処分量を削減できるととも
に、天然資源の消費量を抑制できる。

天然砂（海
砂、山砂）、
天然砂利、砕
砂又は砕石

③（①） 【都市ごみ溶融スラグ混入路盤材の場合】
○本品目については､統合品目「都市ごみ溶融スラグ混入路盤材」に該当するものと判断して検討させていただきま
した。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

下水汚泥溶融
スラグ混入路
盤材

道路用溶融ス
ラグ骨材

一般廃棄物や下水汚泥等を溶融炉で処理
する際に副産物として生成される溶融ス
ラグを水等によって急冷又は徐冷して固
化した道路用骨材

溶融スラグを原料として有効に活用し骨
材として利用するとことによりごみや下
水汚泥の最終処分量を削減できるととも
に、天然資源の消費量を抑制できる。

天然砂（海
砂、山砂）、
天然砂利、砕
砂又は砕石

③（①） 【下水汚泥溶融スラグ混入路盤材の場合】
○本品目については､統合品目「下水汚泥溶融スラグ混入路盤材」に該当するものと判断して検討させていただきま
した。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

都市ごみ溶融
スラグ混入ア
スファルト混
合物

道路用溶融ス
ラグ骨材

一般廃棄物や下水汚泥等を溶融炉で処理
する際に副産物として生成される溶融ス
ラグを水等によって急冷又は徐冷して固
化した道路用骨材

溶融スラグを原料として有効に活用し骨
材として利用するとことによりごみや下
水汚泥の最終処分量を削減できるととも
に、天然資源の消費量を抑制できる。

天然砂（海
砂、山砂）、
天然砂利、砕
砂又は砕石

③（①） 【都市ごみ溶融スラグ混入アスファルト混合物の場合】
○本品目については､統合品目「都市ごみ溶融スラグ混入アスファルト混合物」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
・環境安全性、再リサイクル性について十分な検討がなされていないため
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

下水汚泥溶融
スラグ混入ア
スファルト混
合物

道路用溶融ス
ラグ骨材

一般廃棄物や下水汚泥等を溶融炉で処理
する際に副産物として生成される溶融ス
ラグを水等によって急冷又は徐冷して固
化した道路用骨材

溶融スラグを原料として有効に活用し骨
材として利用するとことによりごみや下
水汚泥の最終処分量を削減できるととも
に、天然資源の消費量を抑制できる。

天然砂（海
砂、山砂）、
天然砂利、砕
砂又は砕石

③（①） 【下水汚泥溶融スラグ混入アスファルト混合物の場合】
○本品目については､統合品目「下水汚泥溶融スラグ混入アスファルト混合物」に該当するものと判断して検討させ
ていただきました。
○JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました。
○目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました。
・環境安全性、再リサイクル性について十分な検討がなされていないため
○上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります。

コンクリート
用再生骨材

構造用再生骨
材

ダイヤゲイトは、特定建設資材廃棄物に
指定されたｺﾝｸﾘｰﾄ塊を原料として、300℃
程度に加熱・摩砕（加熱すりもみ法と称
す）処理して、構造用ｺﾝｸﾘｰﾄの普通骨材
規格値を満足した再生骨材である。従来
の再生骨材は、破砕処理のみでｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ
の付着量が多く、骨材の密度や吸水率と
いった、基本的な物性が低いために、ｺﾝｸ
ﾘｰﾄの耐久性が劣る等の課題を解決でき
ず、構造用ｺﾝｸﾘｰﾄへの適用が認められな
かった。
　　ダイヤゲイトは、ﾍﾟｰｽﾄ分を十分に除
去し、天然骨材と同等品質まで高度化し
た再生骨材であり、ｺﾝｸﾘｰﾄの強度、耐久
性、施工性が、天然骨材使用のｺﾝｸﾘｰﾄと
同等で、建築物や工作物の構造躯体へ使
用可能である。

高度成長期に建造したコンクリート構造
物が解体時期を迎え、今後、大量のコン
クリート廃棄物が発生する。道路整備が
進み路盤材利用にも限界があることか
ら、路盤材等のリユースが困難になった
場合、排出量が膨大であるコンクリート
廃棄物は、社会的、環境的に多大な影響
を与えてしまう。当該資材は、コンク
リートからコンクリートへの資源循環型
の再利用で、最終処分の延命策となリこ
と、新材料の採取に伴う、環境負荷の低
減に貢献できる。

コンクリート
用の普通骨材
（JIS　A
5308附属書1の
骨材）

②（①） ・公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

既成調合モル
タル

既成調合モル
タル（タイル
工事用）

既製調合モルタルとは、セメント・細骨
材・混和剤等を予め工場において所定の
割合に配合して製造した建築資材です。
既調合モルタルは昭和30年代から普及が
はじまり、時代とともに品質規格も整備
され、1998年には、公共建築協会で建築
資材評価名簿に記載され、今日では建築
現場の必需品となっています。当社で
は、この既製調合モルタル(タイル工事
用)の主原料として使用する細骨材(天然
珪砂等)を高炉水砕スラグ砂(製鉄副産物)
に100％代替する技術(天然砂同等品細骨
材)を確立し商品化を実現しました。この
提案製品は建築資材から二酸化炭素の削
減を支援できる製品であり、品質面、コ
スト面においても判断資料が準備できま
したので提案いたします。

建築現場では、モルタル(タイル工事用)
の天然珪砂等の細骨材の総量として年間
約215千トン(平成16年実績推定として)、
使用されています。これらのモルタル用
細骨材は、何らかの環境破壊や掘削加工
が行なわれ製品として流通しています。
ここで高炉スラグ砂(製鉄副産物)に代替
すれば、環境破壊や加工に伴う二酸化炭
素排出は抑制できます。

天然珪砂等の
細骨材を使用
している既製
調合モルタル
(タイル工事
用)

④（①） ・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

既成調合モル
タル

既成調合目地
材

既製調合モルタルとは、セメント・細骨
材・混和剤等を予め工場において所定の
割合に配合して製造した建築資材です。
既調合モルタルは昭和30年代から普及が
はじまり、時代とともに品質規格も整備
され、1998年には、公共建築協会で建築
資材評価名簿に記載され、今日では建築
現場の必需品となっています。当社で
は、この既製調合モルタル(タイル工事
用)の主原料として使用する細骨材(天然
珪砂等)を高炉水砕スラグ砂(製鉄副産物)
に100％代替する技術(天然砂同等品細骨
材)を確立し商品化を実現しました。この
提案製品は建築資材から二酸化炭素の削
減を支援できる製品であり、品質面、コ
スト面においても判断資料が準備できま
したので提案いたします。

建築現場では、モルタル(タイル工事用)
の天然珪砂等の細骨材の総量として年間
約215千トン(平成16年実績推定として)、
使用されています。これらのモルタル用
細骨材は、何らかの環境破壊や掘削加工
が行なわれ製品として流通しています。
ここで高炉スラグ砂(製鉄副産物)に代替
すれば、環境破壊や加工に伴う二酸化炭
素排出は抑制できます。

天然珪砂等の
細骨材を使用
している既製
調合モルタル
(タイル工事
用)

④（①） ・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

モルタル用骨
材

セメント混和
用軽量発泡骨
材

公共建築工事標準仕様書（建築工事編、
平成16年版）の左官工事で規定をされて
いる「内壁下塗り用軽量モルタル用の細
骨材」の元規定である、「セメント混和
用軽量発泡骨材」に、概ね適合した品目
で、その骨材の成分は、有機骨材とし
て、スチレン樹脂発泡粒、エチレン酢酸
ビニル樹脂・炭カル発泡粒、塩化ビニル
樹脂・炭カル発泡粒類等となっている。
提案品目は、発泡スチロール梱包材など
（スチレン樹脂に該当）の端材、ＥＶＡ
フォームスリッパ・草履など（エチレン
酢酸ビニル樹脂に該当）の端材及びポリ
ウレタンの端材を、定型粒度に粉砕・調
整し、定量の容積に袋詰めした再生発泡
プラスチックを使用したモルタル用骨材
である。

現在大部分がサーマルリサイクルによっ
て処理をされている、発泡スチロール・
ＥＶＡフォーム・ウレタンフォーム廃材
を代替材としたものであり、バージン原
料から製造されるものと比較した場合、
石油資源の使用量削減、廃プラスチック
のマテリアルリサイクルによる再生材料
の確立での廃棄物量の削減及び、焼却時
におけるCO２シアン化水素ガスの発生抑
制に積極的に寄与する。

バージン材か
ら製造された
有機質セメン
ト混和用軽量
発泡骨材。

④（①） ・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

建築用塗料 有害金属を配
合しない水性
塗料（建物・
屋内用） 提案
Ｎｏ．Ｔ－１

屋外の無機素材、木材用として、鉛や６
価クロム等の有害重金属を配合せず、VOC
が５％以下の水性塗料。

建物の屋外に使用する水性塗料で、有害
金属を含有せず、揮発性有機物質（VOC)
を低くすることにより、人体への健康影
響や大気の汚染を低減できる。

合成樹脂調合
ペイント、合
成樹脂エマル
ションペイン
ト

④（①） ・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

建築用塗料 有害金属を配
合しない水性
塗料（建物・
屋外用） 提案
Ｎｏ．Ｔ－２

屋外の無機素材、木材用として、鉛や６
価クロム等の有害重金属を配合せず、VOC
が１０％以下の水性塗料。

建物の屋外に使用する水性塗料で、有害
金属を含有せず、揮発性有機物質（VOC)
を低くすることにより、人体への健康影
響や大気の汚染を低減できる。

合成樹脂調合
ペイント（VOC
３０％）、多
液形エポキシ
シーラー
（VOC70%)、1
液溶剤形シー
ラー（VOC８
０％）

④（①） ・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

建築用塗料 VOC1%以下の水
性塗料

主として屋内の無機素材用として使用さ
れ、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の含有
量が１％以下の水性塗料。

地球温暖化やシックハウス症候群に代表
される化学物質過敏症の要因と考えられ
る揮発性有機溶剤（ＶＯＣ）の含有量を
１％以下に抑えることにより人体への健
康影響や、大気汚染を低減することがで
きる。
また、改正建築基準法によるホルムアル
デヒド放散規制（Ｆ☆☆☆☆）に適合し
た塗料である。

合成樹脂エマ
ルションペイ
ント

④（①） ・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

建築用塗料 脂肪族系溶剤
を使用したア
クリル樹脂系
非水分散形
(NAD）塗料

一般のアクリル樹脂エナメルや塩化ビニ
ル樹脂エナメルには、トルエンやキシレ
ン等の芳香族系溶剤が多く含まれている
が、該NAD塗料（アクリル樹脂系非水分散
形塗料）はこのような芳香族溶剤ではな
く、脂肪族やイソパラフィン系溶剤のみ
を使用した塗料である。

芳香族系溶剤を使用していないので、人
体への健康影響や大気汚染を低減でき
る。又改正建築基準法によるホルムアル
デヒド放散規制(F☆☆☆☆）に適合した
塗料である。

アクリル樹脂
エナメル、塩
化ビニル樹脂
エナメル。

④（①） ・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

建築用塗料 断熱塗料 中空セラミックビーズと酸化チタンをア
クリルシリコン樹脂に添加した塗料であ
る。通常の塗料を塗布する方法で施工す
るもので、一般的な断熱材の概念を超え
た、断熱・遮熱・防音・防露など１２個
の驚異的な機能を持つ材料である。富士
教育訓練センター（職業訓練法人　全国
産業教育訓練協会)では、塗布式仕上げ断
熱材施工として、正式にカリキュラムに
組み込まれているものである。住宅や工
場で使用し外部に塗布する事により、夏
場の空調費を３０%以上削減させたり、ま
た、北海道で冬場内装に塗布しただけ
で、冬場の空調稼働率70％減と、蛍光灯
の明かりを30％削減させた実績もある。
他に、話し声が６～8デシベル軽減や熱エ
ネルギーの反射という理論で結露防止な
どあらゆる場面で、省エネに有効な製品
である。平成１７年２月に、JXAXと知的
財産利用許諾契約を結び更なる分野での
使用が可能となる。

外側に塗布する事により夏場の建物内に
侵入する熱を軽減させる。内側に塗布す
ると冬場の室内側の暖かい熱エネルギー
のロスを軽減させる。よって、空調費の
節減が可能となる。水性で指針物質ＶＯ
Ｃ物質を含まないので環境に寄与する。
ヒートアイランド現象を防止する為の実
験を国立熊本大学と共同で進めている。

グラスウール ④③②
（①）

・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
・JIS、JAS等の公的規準を満足または準拠していないなど、品質確保について不確実性が残ると考えられるため、
次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
・公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

建築用塗料 粉体塗装（ア
ルミ建具用）

紛体塗装とは溶剤を使用しないで多色塗
装が出来る塗装方法です。昨今は商業施
設をはじめ他の建築物において建具に
色々な色を塗装し，ポイントカラーとし
て使用される事が多くなっている。この
色付け工程はアルミ形材に樹脂パウダー
（無溶剤塗料）を塗布後焼付け処理する
方法で工程中において揮発性有機化合物
（VOC）を発生させずにアルミ形材のカ
ラー化が図れます。

溶剤塗装においては100g/㎡揮発性有機化
合物（VOC）が放散されるが紛体塗装では
VOCが0である。（日本紛体塗装協同組合
資料に依る）

溶剤塗装方法
によるカラー
アルミ建具。

④②（①） ・マーケットが小さく期待される環境負荷低減効果が相対的に小さいと考えられるため、次回以降の特定調達品目
の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
・公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

カーペット リサイクルタ
イルカーペッ
ト

使用済みのタイルカーペットのバッキン
グ層（ＰＶＣ層）を粉体化し、その粉体
原料を再度タイルカーペットのバッキン
グ層として再利用した環境対応のリサイ
クルカーペット（再生原料使用率（重量
比）５１％以上）。

産業廃棄物として埋め立て処分されてい
た使用済みタイルカーペットを再資源化
し、循環利用することにより、最終処分
場の延命に寄与し、さらに、ＣＯ２削減
（後述）等、環境面へのメリットは顕著
である。

バージン原料
使用のタイル
カーペット

④②（①） ・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
・公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

鏡 無鉛ミラー 建築材料に使用される鏡は一般的にガラ
ス上に銀、銅、裏保護塗料の３層構成で
あるが、その内裏保護塗料には防錆用と
して、大半に鉛成分が混入している。当
資材はその原料である裏保護塗料内に有
害物質の１つである鉛成分を一切含まな
い鏡で、しかも耐食性は従来と変わら
ず、普及性にも富み、コストも同等程度
であるため、環境対応にうってつけの鏡
であるといえる。

裏保護塗料中に8.3%含有量のある鉛化合
物がゼロに削減できる。鏡として建築使
用後の産業廃棄物処理にて、有害物質の
鉛が溶け出すことがない。また鏡の面取
加工による排水に鉛が含まれないため、
鉛の排出基準を遵守できる。

一般に有鉛裏
保護塗料を使
用しているミ
ラー

④②（①） ・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
・公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります

再生プラスチック再生プラス
チック（Ｐ
Ｐ）製デッキ
材

廃プラスチックのうち、主にPP（ポリプ
ロピレン）・PE（ポリエチレン）を主材
料として再生したデッキ材。廃プラス
チックを破砕しブレンド・計量の上熱溶
融し押出成型したもの。屋外のデッキ材
等で使用。除却の際にもリサイクルが可
能な循環型商品。

国内で排出される廃プラスチックをリサ
イクルすることにより、最終処分場の逼
迫原因になっいているプラスチックの埋
め立て処分量を軽減できる。

樹脂製（プラ
スチック）
デッキ材

④（①） ・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
･上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があり
ます
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分類 理由等

提案品目名提案品目名提案品目名提案品目名、、、、品目概要及品目概要及品目概要及品目概要及びびびび環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果環境負荷低減効果はははは提案者提案者提案者提案者からのからのからのからの提出資料提出資料提出資料提出資料からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋したものですしたものですしたものですしたものです。。。。
特定調達品目候補群一覧表（資材）

検討結果
提案品目名

比較対象
品 目 名

環境負荷低減効果提案品目の概要統合品目名称

人工土壌 再生セラミッ
ク土壌

当資材は、製紙工場から排出されるペー
パースラジ焼成灰を用いたリサイクルの
人工軽量土壌で、主に屋上緑化基盤材と
して利用されるものである。再生紙工場
では、古紙の処理過程で発生するペー
パースラジ汚泥（古紙に含有する粘土鉱
物と微細パルプ繊維）を焼却し、減容化
した後、セメント工場や埋立て処分して
いる。このペーパースラジ焼成灰は多孔
質で軽量であり、保水排水に優れ、陽イ
オンの吸着能（CEC)を有するなど、植栽
基盤として有効な性質を有している。こ
れに必要な養分等を添加することで屋上
緑化に適した人工軽量土壌を製造でき
る。ヒートアイランド現象の緩和策が急
務な現在、軽量土壌の需要は数十万㎥と
試算されるが、多くが珪藻土や軽石、
パーライトなどの天然資源を利用したも
のであり、採掘に伴い環境破壊が生じて
いる。再生セラミック土壌を用いること
で、自然環境に配慮した屋上緑化が推進
できる。

珪藻土や軽石、パーライト等の天然資源
の採掘を縮減できる。また大消費地であ
る首都圏への運搬に係るエネルギーを大
幅に削減できる。

珪藻土焼成物
等の天然資源
を用いた軽量
土壌

④（①） ・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
･上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があり
ます

変圧器 省エネルギー
型変圧器

変圧器は既にグリーン購入法の対象と
なっているが、その｢判断の基準｣は、省
エネ法のトップランナー基準となってい
る。２００５年４月にそのトップラン
ナー基準がJIS規格に取り込まれ、｢判断
の基準｣を満足する変圧器が一般の標準品
となってしまった。しかし、市場には、
この新しいJIS規格標準型変圧器に比べ１
０％以上エネルギー消費効率が高い｢省エ
ネルギー型変圧器｣とも言うべき変圧器の
一群があり、変圧器の省エネ化をリード
している。

ビルや工場で稼動している変圧器による
電力損失は、現在約３４０億KWｈ/年と推
定される。
トップランナー基準の適用でこれが約３
０％削減され約２４０億KWｈ/年になると
推定されるが、｢省エネルギー型変圧器｣
が普及すれば、更にこれを１０％以上削
減できる。

JIS標準型変圧
器（従来の
トップラン
ナー変圧器）

④（①） ・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
･上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があり
ます

衛生器具 省電力型工場
生産性型浄化
槽

ＦＲＰを原料とする。回転成形法、ハン
ドレイアップ法で製造される。一般的に
は地中に埋めて使う。数十年間使えるの
で廃棄することはまれであるが、廃棄時
は掘り起こして処分する。

省電力型で電力消費量が少ない 一般的な工場
生産型浄化槽

④③②
（①）

・判断の基準を設定することが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただ
くこととしました
・目的物の性能を確保するための十分な確実性を得ることが難しいと判断し、次回以降の特定調達品目の候補とし
て継続的に検討させていただくこととしました
・公共工事における使用実績が十分でない等、実際と同等の条件下で検証及び評価が十分になされていなかったた
め、次回以降の特定調達品目の候補として継続的に検討させていただくこととしました
・上記課題を解決した後に、コスト面について普及とともに比較対象品と同程度になる見込みを確認する必要があ
ります
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